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繁殖期にツミが捕食する獲物の季節変化

一シジュウカラの被捕食率の変化とシジュウカラの巣立ち時期との関係一

植田睦之’

はじめに

ツミAccjpjterguJarjsは小型鳥類をおもに捕食することが知られており，東京ではス

ズメPassermo凡tα"ｕｓとシジュウカラRzrusm”orを，宇都宮ではスズメを主要な食物

としている（植田1992a，平野・君島1992)．東京のツミはスズメを選好して捕食して

おり，シジュウカラはスズメに比べて選好されていない（植田1992b)．しかし，ツミが

シジュウカラを頻繁に捕食する時期があることもわかっている（植田未発表)．

ハイタカＡ・兄jsusの獲物は，半分近くを巣立ちビナがしめており，巣立ちビナの出現

する時期に，その種の被捕食率が高まる（Newtonl986)．ツミもシジュウカラの巣立ち

時期にシジュウカラを多く捕食するのだろうか？

本論文では，ツミがシジュウカラを捕食する頻度がシジュウカラの巣立ちの時期に影響

をうけているのかを解析してみる．

調査地および調査方法

調査は，東京都府中市，国立市，国分寺市の緑地で行なった．これらの緑地はすべて住

宅地に囲まれた１～４ｈａの孤立した雑木林である．調査地の詳細については，植田

(l992a）を参照されたい．

調査は，1987～1992年の６年間，４月下旬～７月上旬にかけて行なった．この季節は，

ツミの産卵直前から巣立ちまでの期間にあたっている．それ以外の時期はツミを観察する

のが困難で，記録を少ししか得ることができなかったため，今回の解析からは除外した．

ツミが捕食する獲物を，合計15つがいを対象に調査した．獲物の種類の判定は，８～１０

倍の双眼鏡および22倍の望遠鏡をもちいた直接観察により行なった．この方法により，ほ

とんどの獲物の種類を判定することができた（88％；植田1992a)．判定できなかったも

のについては，解析から除外した．

シジュウカラの巣立つ時期については，ひと月を上旬，中旬，下旬の３つにわけて解析

を行なった．巣立つ時期は，調査地内の巣箱で繁殖しているシジュウカラの巣立ち日より

求めた．
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(b）

結果および考察

シジュウカラは，５月中旬に頻繁に捕食された（図１ｂ，５０％，、＝14)．この時期のシ

ジュウカラの被捕食率は，繁殖期をとおしての被捕食率より有意に商かつた（Ｇ＝4.25,

P＜0.05)．シジュウカラの被捕食率が有意に高かったのはこの時期のみで，その他の時

期には有意な差はみられなかった（Ｐ＞0.2)．

なぜ５月中旬のみにシジュウカラが多く捕食されるのだろうか？この時期はちょうど

シジュウカラの巣立ちの時期にあたっていた．この時期のシジュウカラの巣立ち数は鼓も

多く，全体の51.9％を占めていた（n＝27,図１ａ)．これは，その他のどの時期に比べて

も有意に多かった（Fisherの正確確率検定Ｐ＜0.01)．

また，５月中旬の狸物全体に対するシジュウカラの割合は50％と，スズメの36％（､＝

１４，図１ｂ）より多かった．繁殖期をとおしてでは，ツミはスズメをシジュウカラより有

意に選好して捕食していることが報告されている（Ｐ＜0.001,植m1992b)．また，５月

''１句以外の時期に関しては，スズメがシジュウカラよりｆｊ,意に多く捕食されていたが

(Fisherの正確確率検定Ｐ＜0.05)，５月中旬においては，有意差はみられなかった（Ｇ＝

0.23,Ｐ＞0.5)．

これらの結果は，ツミは繁殖期をとおしてスズメを選好して捕食しているが（植川

1992a，ｂ，平野・君脇1992)，シジュウカラの巣立ちビナが多く出現する時期のみ，シ

ジュウカラを多く捕食するように選好性をかえていることを示している．シジュウカラの
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Fig.１．Comparisonbetween（a）ｎｕｍｂｅｒoffledgednestsofGreatTitsPα『ｕｓﾉ7zcLﾉｏ７､ａｎｄ

（b）thepercentofGreaLTits（園）andTreeSparrowsPassermonZαｎｕｓ（□）ｉｎｄｉｅｉ,ｏｆ

ＪａｐａｎｅｓｅＬｅｓｓｅｒＳｐａｌ､rowhawksAccjpiZeFguIaﾉ､ｉｓｄｕｒｉｎｇＧａｃｈｐｅｒｉｏｄ．
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成鳥は，スズメに比べて動きが速く，木の茂みの中で行動しているため，スズメよりも捕

食するのが困難と思われる．その結果，シジュウカラとの遭遇頻度の方が高いにもかかわ

らず，ツミはスズメを選好して捕食し，シジュウカラは選好されないのだろう（植田

1992b)．しかし，シジュウカラの幼烏はまだ飛期能力が十分発達しておらず，なおかつ

大きな声で鳴いて目立つため，ツミが容易に捕食できることが予想される．そのため，巣

立ちまもない幼烏が多く出現する，シジュウカラの巣立ち時期に，ツミはシジュウカラを

多く捕食するようになるのだろう．
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要約

ツミは，スズメを選好して捕食しているが，５月中旬だけ，一時的にシジュウカラを多く捕食した．

この時期は，シジュウカラの巣立ち時期にあたっており，シジュウカラの巣立ちビナが多く出現して

いた．シジュウカラの成鳥は，スズメと比べて動きが速く，茂みの中で活動しているため，スズメよ

り捕食しにくいと思われる．しかし，幼鳥は，まだ飛期能力が十分発達しておらず，また大きな声で

鳴いて目立つため，容易に捕食できると思われる．したがって，ツミは，シジュウカラの巣立ちビナ

が多く出現するときだけ，シジュウカラを多く捕食するように選好性をかえていると思われる．
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